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  本研究の目的は， 次の２点である。 

① 中学・高等学校理科教育において，科学や理科学習

に対する有用性を実感し関心を高めるために、真正の学

習論（ｵｰｾﾝﾃｨｯｸ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ：Authentic learning）に依拠

した理科授業デザイン及び実践を行い，その有効性を実

証的に解明すること 

② 研究者と実践者によるWeb 上並びに直接コミュニ

ケーションによる協働検討システムを構築・運用し，真正

の学習論に依拠した理科授業デザインの方法論を提案

すること 

 上記の目的を達成することは，国内外の先行研究や調

査結果，教育現場からの要望に鑑みると，学術的価値

及び教育実践現場への普及・還元の点において意義を

有すると考える。   
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科学の有用性を高める真正の学習論に依拠した

授業デザインと協働検討システムの構築     

図１ 研究者と実践者をつなぐ協働検討システム  

図２ 理科授業デザインのモデル図  


